







伝子がある.ところで, 1)モノグサの うどんこ病梢 (E.grammisf.sp.agroj)yri以下
agroL)yn と略す)は カモジグサ庇を 侵すが コムギを 侵さない. =7ムギの うどんこ病蘭










































Ohwi以下 Ag･t･と略す)13系統 およびアオカモジグサ (Agroj妙ronciliareFranchet
以下 Ag･C･と略す)4系統である. これら17のカIt･)グサ系統は, Fl本の各地から収
鮎したカモジグサ40株の中,tntlCaの絹糸 t2には抵抗性であるがagroZ)yriの摘系 Alに




実 験 結 果 と 考 察
E･graTniniSf.叩.triticiのカモジグサに対する非病原性の遺伝
A一倍頚96菌糸およびW一培苑94渦糸をカモジグサ17系統に接柾した結果は 第 1表の
通 りである.感Yjt型3-4および4を病原什 とし,感恐型3以下を なんらかのgI一病原件遺
伝子が関与しているとすると.どaV 'モノ/サ系統に対す,7非病原性にもいくつかのJ卜榊








苗系 fことの附 Tl′i･I,T:一 Yサ IT蔀鰍 二は仰したと七･Lr,jr柄It汁1.の分L･W
完モ品ク芸椛名幣 聖 謡 聖 職 ) Å塑 誓 )-幣 雪祭 V,
IJq岬紺T･ Ag.t･'' 3 0 71 ノ.) ()3:1 76 18 () 3:I
潮 氾 l 〝 こう-1 () Li7 .47 2 1:1 45 49 () 1:1
桝 I.L12 〝 ,1 () .) I)1 0 3:1 79 15 0 3:I







〟 r',I 0-(1) 46 49 1 1:1 70 22 2 3:1
I/ 3 0 71 2,1 1 3:1 74 20 0 3:1
(/ 3 0 79 17 0 3:1 73 21 0 3:i
I/ :う 0亘り 75 川 2 3:1 62 31 l 3:J
I/ f (ト1 51 】l n t'l ▲ll 5 2 I 卜 l
I/ 1 () こIm コ() l l一! 7t lり .) :う.I
北 )I) 〟 3 0〔1) 68 :'H O 3:L 39 47 8 L:1
字.1_ 糊. 〝 3-i 0-(7) 7L I?ワ 3 3:1 73 1R 3 3:1
巾 1■l 〝 3 0-() AI7 LJ9 0 1:L 69 25 0 3:I
岐 -i:日 ABlC,5) 4 0-(I) 47 47 2 lL1 68 25 1 3:1
7L: I,号 〟 :i･｣ O-(り 52 心 L H 71 22 1 3:i
IrY') I日l 〝 3-4 0-L 52 40 1 】:1 75 i7 2 3-1
匹 見 〝 J 0-(I) 47 47 2 】:1 63 25 G 31
1) A一七I,filt'=A.×t2兆組をJJモノブナAglOPyrontsu如ShtenSeVar.iranslenSOhWi系雄
三結集上で印胞子増f卓した 96億系




A-糟盛が なぜ紙抗性のIRlJ:った系統に もよく感渠するのであろ うか.雛1蓑では 7つの
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091ハhり5･ソlt/6ハソ｣,Jリ･-.1⊥
I)JT((l:I)=x系統 卜に転.いて,W一桁題の｣相即;.:性は 日 の分離をする
2) y(3:I)=y系統 I二に拓いて,W-JlhTiの邸JI･i蛸牡は3:1の'JI郎-なす,i'

















ている.こ川 上,感触mJ,1u I.,i,病J剰′1-とし/二L/=め､ '日,;二叶Tる･桐向原1J=_の分脚が 1:1
に見えたのであって,実際に右上三):.u二は;H島にないi)UJ'L性:luL二子があると考え1i:け九はな
らないようであるが,分離した4偶系を無視すると2:1:1の期待伸 二よく適合してい
ら.第2蒙の一番下に示した s^osanxCc8は Briggle(1969)に エ -ー,て, ｢ム1.'7.柿













i,モ -) 〆ヱ_罫 紙 j史旦お里重野梨堂矛ミL去遡舞曲亀些


























1 26 19 23
28 】7 22
4 41 4 ユ6
25 20 24
1 22 23 27
20 25 24
1 16 2リ L)8
23 26
1 24 20 25
22 22 28
4 2rミ 2R 3I
24 20 25
1 43 1 6
E.;/'j 両 1 34 10 10
匹 tLrJ 41 0 5
ChulxCc8 48 6 8
SonoraxCc8 50 4 5


















































舞日 英は苗系 AIX閥系 t2維節の jJ七ジ'/1r-17系軌 (第1蓑)および 二7ム:ド30,㌔-.日･r･
(l浦と部iL11973)に対する病原性の俺mと感髄7型との関係をまとめたものである.カモ
ジグサ17系統に接種した場合は,病原性の機関を-)l･病原性,狭病原性 (1-5系統に病






病原性),小柄慣性 (7-14.冊 F.に病原性)および広病原性 (15晶 櫛以 Lに蘇JL原性)LT)4





























.r:)5 Lq･- ,107 :i.5
4:弓51- 492 7 3
70.8*事 29 2 0 0**
47,8 49 .4 2 .8
44.2榊 46 3 9 5約
62.rl.柑 27.1 10 .3**
43.7-* :1`1.8 21.5 ･中 と




試カモジグサ系統は閣系 Alに対して感熱型′tを示すものが 少なく,ほとんどが 感野 で1
3あるいそt3-4である.しかも珊系 t三に完全な抵抗性で なく,感染 )型O-(1)あるいは
0-1のものが多い, このため,AIXt三価都の感染型に佃がなく,感熱型の識別が川野て















Cotterと Roberts(1963)は Pucciniagraml'nisavenaeと P.graml'msagrosilLdlLs
との雑種菌糸を使って,従来北さび病に椛柄性と考えられていた多くのエソ/＼ク品鶴から
抵抗性遺伝子を検出した.Sanghiと Luig(1971)も兇常な非病原性迫tL､子を持った P.
graminisの曲系 (P.graminiSf.sp.trit糾:Zと f.sp.secahsの雑iri)を依って, コム
ギIr.iト健 Mentanaから5つ,Yaltaから4つの黒さび病抵抗性遺伝子を搬告している.筆
者らも曲系 A.×菌糸 [2の雑種を使って, うどんこ病に粧病性のコムごド品種L恒こ,菌糸 t2

































第5表は最も･冊屯な例として, 摘iに3抑軌u)机抗iJ=-:.ATL;子 Rl,I?2および R3がある
城,′TのIL･デルである.そかそれの借上は少なくとし2つLJLLu)机抗拙心広子をj-I-3っている
とすると, 宿=Lu)抵抗性追伝子型は 4種矧となる.非病原性の formaspecialSa):I出伝
子塾は AIA2A8であり, 病原作の formaspeciausの池広子型は VIV2Vaである.そう
すると2つの formaespecialesの親板の 遺伝子盟l上折5表 のように8種別となる.1
つa)抵抗性迫ljl子とそれに勅 占した 井病原性冶kT･のflLlTわせR-Aがあると中rul性 (感
染型 1,2あるいは3)となり,2姐のR-Aがあると非病原性 (感染]TP.0-1),3飢以⊥の





























性 :高度非病原性は 22:47:28:3となる.もし抵抗性迫伝子を 4あるいは 5種類と想定
すると. 第 6蓑に示 したように,17のカモジグサ あるいは 30のコムギ品種に闇系 AIX
苗系 t之の雅樫を 接種 した結果に ある程度近づいて くる.第 5表では 抵抗性迎伝子の舶勘
に関係な く, すべてのR-A鮎合わせの作用力を均一に扱った. 実際には抵抗性泊伝子の
稚規によって R-Aの作用力はそれぞれ異なっているであろ うし,非病原性遺伝子間に連
鎖 もある.また,第 5豪は,同一のljf,の宿主は一方の formaspecialjsにはすべて抵抗性
であるが他方の formaspecialisにはすべて 罪病性 とい う最 も嘩純な場合のモデルであ
る.釆際I･こは, 各地から収集したカモジグサは同じ tsukushienseで も薗系 Alに抵抗性
の系統がかな りあった. また tsukushienseおよび czlare以外の Agrohyron9種にも
苗系 ALをは種したがすべて抵iJlL性であった. それゆえ宿主 の)._FJとその formaspecialis
との関係はより俊邦である,
摘 要
カモジグサの うどんこ柄杓 EryszbhegrammlSf･sp.agrot'yr茅 のl岩1系 A.と_Jム十の
うどんこ病菌 E･graminis∫.sp･irlticiの歯系 t2 との邦従をカモジブサ 17系統に抜擬
した結果を報IljLた.この接鹿結果から,カモジグサの うどんこ病歯 agroz)ylに脚 剤生
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